
ノ
ナ
リ

右
ノ
法
ヲ
習
得
シ
タ
ル
後
各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
器
物
ヲ
新
作
セ
シ
ム

第
三
年

方
形
生
底
花
瓶

兎
置
物

岩
上
観
音
置
物

〔ま
る
ぷ
き
〕

器
物
動
物
人
物
佛
像
等
全
錨
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
及
ヒ
此
法
ヲ
應
用
シ

各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
丸
物
ヲ
新
作
七
シ
ム

鍛

金

科

鍛
金
科
は
明
治
二
十
八
年
九
月
に
開
設
さ
れ
、
嘱
託
教
師
桜
井
正
次
、
平
田

宗
幸
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
前
記
の
「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
出
品
目
録

稿
」
は
同
科
が
開
設
さ
れ
る
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
同
科
に
つ
い
て

は
次
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
教
程
は
把
握
で
き
な
い
。

鍛
金
標
本
目
録

無

紋

銅

器

一

個

唐

花

彫

銅

器

一

個

盆

芝

紐

鉄

香

炉

一

個

鍛

金

順

序

七

個

鍛

金

道

具

一

式

鍛
金
標
本
説
明

金
属
ヲ
鍛
錬
シ
テ
之
ヲ
打
出
シ
諸
種
ノ
器
物
ヲ
作
ル
ノ
順
序
ヲ
示
ス
モ

方
形
器
物
ヲ
錨
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

科

岡
倉
覚
一
二
は
漆
エ
教
育
の
開
始
に
あ
た
っ
て
教
師
の
人
選
に
苦
慮
し
た
様
子

で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

:
・:・
・
：
東
京
美
術
學
校
に
漆
工
科
を
お
か
る
A

や
、
時
の
學
長
岡
倉
覺
三

氏
人
を
介
し
て
泰
員
を
招
か
れ
し
も
、
か
た
＜
辟
し
て
つ
か
ず
、
余
は
一

箇
の
蒔
給
師
の
み
、
い
か
で
か
人
に
授
く
る
オ
學
あ
ら
ん
、
又
こ
れ
を
教

ふ
る
術
を
知
ら
ず
、
さ
り
な
が
ら
余
の
業
を
職
と
し
て
學
ば
ん
と
す
る
者

は
余
が
工
場
に
入
る
を
拒
ま
ず
と
。
岡
倉
氏
こ
れ
を
き
A

て
し
ふ
る
こ
と

漆

工

た
だ
し
、
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
手
板
（
毛
彫
、
鋤
彫
、
打
出
等
の
手
本
）
や

器
物
の
手
本
に
よ
っ
て
教
程
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十

第
九

第
一

第
二

第一――
第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

ル
モ
ノ
ナ
リ

前
二
仝
シ
ク
彫
刻
ヲ
施
シ
火
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リサ

ビ

前
二
仝
シ
ク
鉄
ヲ
用
ヰ
テ
新
案
シ
彫
刻
ヲ
施
シ
テ
後
錆
ヲ
付
ヶ
夕

ナ
リ

前
方
法
二
依
リ
打
上
ヶ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
素
銅
色
ヲ
付
ヶ
ク
ル
モ
ノ

同

（
其
二
）

形
ヲ
取
リ
始
ム
ル
処
（
其
一
）

地
金

地
金
ヲ
切
リ
ク
ル
処

打
始
メ
法

打
出
シ
法
（
其
一
）

（
其
二
）

同
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